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･･編集後記…･･

禽今月号は,昨年東京の石垣記念ホｰルで開催され

た第5回地質調査所研究講演会｢地質図で表現さ

れた日本列島の素顔｣から,一部を収録して特集し

た.地質調査所の中心的業務の一つである地質図幅

の作成･出版を通して,各種地質図とりわけ1992

年に出版された第3版｢100万分の1日本地質図｣

には,長年にわたって蓄積されたデｰタをもとにし

た最新の日本列島の地質解釈が盛り込まれている.

日本列島の地質やその成立過程については学会でも

様々な議論があるところであるが,ここでは最近の

大方の解釈カミ短い頁の中で簡潔に紹介されている.

資源や環境問題を始め,少しでも多くの分野におい

て,これらの基盤デｰタが活用されるように紹介す

ることが本特集の目的である.

禽ということで,今月号の口絵は,ちょっと趣向が

変わり,各時代にわたる日本列島の典型的な地質図

を示し,最新の解釈と表現を紹介した.本文を参照

しながらご覧いただければ幸いである.

禽24頁の｢二畳紀一ジュラ紀の放散虫化石帯区分｣

は悩んだ末,横向きの図にした.全体としての座り

は悪いが,中･古生界の層序･構造解釈に革命をも

たらしたという放散虫化石帯区分の図を少しでも大

きく取り上げ利用して頂けれぱと考えた結果である.

禽平田岳史氏からは滞在中のサウサンプトン大学か

ら直接,LaserProbe-ICP-MSの最新情報をご寄稿

いただいた.一粒の粒子が語る地球生成の歴史もま

た,あらたな革命の始まりかも知れない.

禽先に本欄でも紹介したが,筑波の地質調査所本館

わきで現在進行中のr地圏情報棟｣の工事現場では,

いよいよコンクリｰトの打設が始まった.本特集で

紹介したような各種の地質図も,いずれはCD-

ROMなどの電子媒体やネットワｰクを通じて世界

中のユｰザｰに直接提供される時代がくるのだろ

う.
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